
2019年度

教員免許状更新講習

募集要項

お問い合わせ先

九州産業大学 教務部 教員免許状更新講習担当

受付時間：月～金曜日 9：00～16：30（昼休み11：20～12：20を除く）
〒813-8503 福岡市東区松香台2-3-1

TEL：092-673-5595 FAX：092-673-5959
E-mail：ksumenkyo@ml.kyusan-u.ac.jp



（注１）選択必修領域の④⑥⑦⑧、選択領域の⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳㉑㉔㉖㉘㉙は、2018年度に開設した講習と同一内容です。2018年度に当該講習に合格された方は、2019年度
に当該講習を受講・履修されても教員免許状の更新に必要な選択必修領域（6時間）、選択領域（18時間）に加算されません。また、2017年度以前に合格された方は、本学の教
務部にお問い合わせください。
（注２）選択必修領域の③⑤⑧の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
（注３）選択領域の⑩⑭⑯⑱㉓㉖㉗㉙の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
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２．受講対象者

本年度の受講対象者に該当するかどうかは、各受講者の責任において文部科学省のホームページ等でご確認ください。

下記URLで最初の修了確認期限が分かります。

（１） 新免許状所持者（10年間の有効期間が付された免許状）

免許状に記載されている有効期間の満了の日の２年２カ月前から２カ月前までの者で、以下のいず

れかに該当する者

（２） 旧免許状所持者（平成21年3月31日以前に授与された免許状）

・令和２年３月31日に修了確認期限を迎える者で、以下のいずれかに該当する者

修了確認期限：令和２年３月31日

教員免許状更新講習受講期間 生年月日

平成30年２月１日～令和２年１月31日

昭和59年４月２日～

昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

昭和39年４月２日～昭和40年４月１日

・令和３年３月31日に修了確認期限を迎える者で、以下のいずれかに該当する者

（更新講習修了確認証明書でご確認ください）

※新免許状・旧免許状共通

①現職教員

②実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員

③教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

指導等を行う者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

また、今後教員になる可能性が高い者として、

⑦教員採用内定者

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑪ 認可保育所で勤務する保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

※教員免許状更新講習の修了・免許状の更新を行わずに修了確認期限・有効期間の満了の日を迎えた方も、教員免許状

更新講習を受講することができます。

３．申込方法

本学の2019年度教員免許状更新講習の内容及び講習一覧等は、九州産業大学ホームページの「教員免許状更新講習」及

び「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」で見ることができます。

教育免許状更新講習の申し込みは、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理シス

テム」にて次の手順で行ってください。

【URL https://www.KUASkmenkyo.necps.jp/fukuoka/ 】

（１）ＩＤ・パスワードの取得及び基本情報の登録【事前申込】

講習お申し込みには「受講者登録」が必要になります。「受講者登録」から基本情報を登録し、ＩＤ(受講者ＩＤ)を取

得してください。なお、取得した、ＩＤ・パスワードは、本学をはじめ「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更

新講習管理システム」の参加大学において共通で使用できます。

(注)①2018年度にＩＤ・パスワードを取得された方は、引き続き2019年度もお持ちのＩＤ・パスワードをご使用ください。

複数のＩＤ・パスワードを取得しないようにお願いいたします。

なお、ＩＤ・パスワードを忘れた場合は、九州産業大学教務部教員免許状更新講習担当へお問合わせください。

②氏名・ふりがな・生年月日は、「履修証明書」の発行に反映されますのでお間違いのないようご登録ください。また、

「教員免許更新制の情報」 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm
「修了確認期限チェック」 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm
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１．実施日及び開設講習一覧

[必修領域] 講習時間 ６時間

講習日 受講人数 主な受講対象者

8月5日（月） ①
14001
幼児教育の最新事情

80人 幼稚園・小学校教諭・養護教諭

8月5日（月） ②
14002
教育の最新事情

160人 中学校・高等学校教諭・養護教諭

講習時間 １講習で６時間

講習日 受講人数 主な受講対象者

7月26日（金） ③
14003
小学校との接続を見通した幼児期の身体と心の育ちと学び

35人 幼稚園・小学校教諭

7月27日（土） ④
14004
英語教育における4技能統合を目指したリーディング活動

40人
中・高等学校教諭（英語教科及び語学教育
に関心のある教諭）

8月3日（土） ⑤
14005
子どもの育ちの連続性と幼小接続

35人 幼稚園・小学校教諭

8月22日（木） ⑥
14006
こどもの道徳性を育む道徳教育とは――ソクラテスから「踊る大捜査線」まで――

50人 小学校・中学校教諭

8月23日（金） ⑦
14007
学校に求められる教育力と学校経営（家庭・地域との連携を基盤として）

50人 小・中・高等学校教諭の中級管理職者

8月23日（金） ⑧
14008
幼児期の道徳性の育成と幼小連携のあり方

40人 幼稚園・小学校教諭

[選択領域]

講習日 受講人数 主な受講対象者

⑨
14009
教育現場で活かすカウンセリング

50人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

⑩
14010
子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画工作科の時間をデザインす
る

30人 幼稚園・小学校教諭

⑪
14011
ストレスマネジメント教育の実践

40人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

⑫
14012
肢体不自由特別支援学校の教育課程と自立活動における個別の指導計画

40人 幼稚園・小学校・中学校教諭

⑬
14013
シルバーメタルワーク～「銀材を用いたジュエリーの制作」

20人
中・高等学校教諭（美術教諭及び工芸分野
を教材として使用する教諭）

⑭
14014
インクルーシブ教育の時代における特別な配慮が必要な子どもの理解と支援

50人 幼稚園・小学校教諭

⑮
14015
情報科学入門

30人
中・高等学校教諭（情報・技術・工業教科及
び情報教育に関心のある教諭）

⑯
14016
子どもの健康と生活習慣

30人 幼稚園・小学校教諭

⑰
14017
アニメーション・映像の世界

20人
小・中学校教諭（美術教諭及び映像を教材
として使用する教諭）

⑱
14018
子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画工作科の時間をデザインす
る

30人 幼稚園・小学校教諭

⑲
14019
「18歳成人」を考える―消費者教育と主権者教育の観点から―

50人 中・高等学校教諭

⑳
14020
自分も相手も大事にする心理教育

25人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

㉑
14021
ものづくり教育と理科実験

40人
小・中・高等学校教諭（理科・工作・技術・工
業・ものづくりに関心のある教諭）

㉒
14022
JavaScriptを使ってウェブページ上で動くプログラムを作成しよう

40人
小・中・高等学校教諭(情報・商業・技術・工
業教科及び情報教育に関心のある教諭）

㉓
14023
保育と絵本 ～保育をひろげる、つなげる～

30人 幼稚園・小学校教諭

㉔
14024
はじめてのW ebデザイン

20人 小・中・高等学校教諭

㉕
14025
人間形成と教育

35人 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭

㉖
14026
図画工作によるワークショップの活用について

20人 幼稚園・小学校教諭

㉗
14027
幼稚園教育要領の改訂と新しい保育の方向性を学ぶ

30人 幼稚園・小学校教諭

㉘
14028
経済学を通して世界を見つめる

30人
小・中・高等学校教諭（社会系教科及び数
学科教育に関心のある教諭）

㉙
14029
相談援助の技法と実際

30人 幼稚園・小学校教諭

8月23日（金）

（注１）選択必修領域の④⑥⑦⑧、選択領域の⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳㉑㉔㉖㉘㉙は、2018年度に開設した講習と
同一内容です。2018年度に当該講習に合格された方は、2019年度に当該講習を受講・履修されても教員
免許状の更新に必要な選択必修領域（6時間）、選択領域（18時間）に加算されません。また、2017年度
以前に合格された方は、本学の教務部にお問い合わせください。

（注２）選択必修領域の③⑤⑧の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
（注３）選択領域の⑩⑭⑯⑱㉓㉖㉗㉙の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
（注４）詳細なシラバスは、Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システムにアクセスし、

M EN U（講習科目一覧）から検索の上、ご確認ください。

8月3日（土）

8月22日（木）

講習の名称

7月26日（金）

7月27日（土）

講習の名称

[選択必修領域]

講習の名称

講習時間 １講習で６時間

[必修領域] 講習時間　６時間
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

8⽉5⽇（⽉） ①
14001
幼児教育の最新事情

80⼈ 幼稚園・⼩学校教諭・養護教諭

8⽉5⽇（⽉） ②
14002
教育の最新事情

160⼈ 中学校・⾼等学校教諭・養護教諭

講習時間　１講習で６時間
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

7⽉26⽇（⾦） ③
14003
⼩学校との接続を⾒通した幼児期の⾝体と⼼の育ちと学び

35⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

7⽉27⽇（⼟） ④
14004
英語教育における4技能統合を⽬指したリーディング活動

40⼈ 中・⾼等学校教諭（英語教科及び語学教育に関⼼のある教諭）

8⽉3⽇（⼟） ⑤
14005
⼦どもの育ちの連続性と幼⼩接続

35⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

8⽉22⽇（⽊） ⑥
14006
こどもの道徳性を育む道徳教育とは――ソクラテスから「踊る⼤捜査線」まで――

50⼈ ⼩学校・中学校教諭

8⽉23⽇（⾦） ⑦
14007
学校に求められる教育⼒と学校経営（家庭・地域との連携を基盤として）

50⼈

8⽉23⽇（⾦） ⑧
14008
幼児期の道徳性の育成と幼⼩連携のあり⽅

40⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

⑨
14009
教育現場で活かすカウンセリング

50⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

⑩
14010
⼦どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画⼯作科の時間をデザインする

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑪
14011
ストレスマネジメント教育の実践

40⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

⑫
14012
肢体不⾃由特別⽀援学校の教育課程と⾃⽴活動における個別の指導計画

40⼈ 幼稚園・⼩学校・中学校教諭

⑬
14013
シルバーメタルワーク〜「銀材を⽤いたジュエリーの制作」

20⼈ 中・⾼等学校教諭（美術教諭及び⼯芸分野を教材として使⽤する教諭）

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

⑭
14014
インクルーシブ教育の時代における特別な配慮が必要な⼦どもの理解と⽀援

50⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑮
14015
情報科学⼊⾨

30⼈ 中・⾼等学校教諭（情報・技術・⼯業教科及び情報教育に関⼼のある教諭）

⑯
14016
⼦どもの健康と⽣活習慣

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑰
14017
アニメーション・映像の世界

20⼈ ⼩・中学校教諭（美術教諭及び映像を教材として使⽤する教諭）

⑱
14018
⼦どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画⼯作科の時間をデザインする

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑲
14019
「18歳成⼈」を考える―消費者教育と主権者教育の観点から―

50⼈ 中・⾼等学校教諭

⑳
14020
⾃分も相⼿も⼤事にする⼼理教育

25⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

㉑
14021
ものづくり教育と理科実験

40⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭（理科・⼯作・技術・⼯業・ものづくりに関⼼のある教諭）

㉒
14022
JavaScriptを使ってウェブページ上で動くプログラムを作成しよう

40⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭(情報・商業・技術・⼯業教科及び情報教育に関⼼のある教諭）

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

㉓
14023
保育と絵本 〜保育をひろげる、つなげる〜

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉔
14024
はじめてのWebデザイン

20⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭

㉕
14025
⼈間形成と教育

35⼈ 幼稚園・⼩学校・中学校・⾼等学校教諭

㉖
14026
図画⼯作によるワークショップの活⽤について

20⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉗
14027
幼稚園教育要領の改訂と新しい保育の⽅向性を学ぶ

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉘
14028
経済学を通して世界を⾒つめる

30⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭（社会系教科及び数学科教育に関⼼のある教諭）

㉙
14029
相談援助の技法と実際

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

 

8⽉3⽇（⼟）

8⽉22⽇（⽊）

8⽉23⽇（⾦）

講習時間　１講習で６時間
講習の名称

講習時間　１講習で６時間
講習の名称

7⽉26⽇（⾦）

7⽉27⽇（⼟）

２０１９年度　九州産業⼤学教員免許状更新講習実施⽇及び開設講習⼀覧

講習の名称

講習の名称
講習時間　１講習で６時間

講習の名称
[選択必修領域]

1

小・中・高等学校教諭の中堅者
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１．受講対象者

本年度の受講対象者に該当するかどうかは、各受講者の責任において文部科学省のホームページ等でご確認ください。

下記URLで最初の修了確認期限が分かります。

(１) 新免許状所持者（10年間の有効期間が付された免許状）

　免許状に記載されている有効期間の満了の日の２年２カ月前から２カ月前までの者で、以下のいずれかに該当する者
(２) 旧免許状所持者（平成21年3月31日以前に授与された免許状）
　令和２年３月31日に修了確認期限を迎える者で、以下のいずれかに該当する者
　修了確認期限：令和２年３月31日

教員免許状更新講習受講期間 生年月日
平成30年２月１日～令和２年１月31日

昭和59年４月２日～

昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

昭和39年４月２日～昭和40年４月１日
昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

・令和３年３月31日に修了確認期限を迎える者で、以下のいずれかに該当する者

（更新講習修了確認証明書でご確認ください）

※新免許状・旧免許状共通

２．申込方法

本学の2019年度教員免許状更新講習の内容及び講習一覧等は、九州産業大学ホームページの「教員免許状更新講習」

及び「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」で見ることができます。

教育免許状更新講習の申し込みは、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」にて
次の手順で行ってください。

【URL https://www.KUASkmenkyo.necps.jp/fukuoka/ 】

（１）ＩＤ・パスワードの取得及び基本情報の登録【事前申込】

講習のお申し込みには「受講者登録」が必要になります。「受講者登録」から基本情報を登録し、ＩＤ(受講者ＩＤ)

を取得してください。なお、取得したＩＤ・パスワードは、本学をはじめ「Kuas System 2019 福岡グループ教員免
許状更新講習管理システム」の参加大学において共通で使用できます。

(注)①2018年度にＩＤ・パスワードを取得された方は、引き続き2019年度もお持ちのＩＤ・パスワードをご使用ください。

複数のＩＤ・パスワードを取得しないようにお願いいたします。

なお、ＩＤ・パスワードを忘れた場合は、九州産業大学教務部教員免許状更新講習担当へお問合わせください。

②氏名・ふりがな・生年月日は、「履修証明書」の発行に反映されますのでお間違いのないようご登録ください。また、

　氏名は、ＪＩＳコード第1・第2水準の字（外字以外）の範囲で入力してください。 

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

現

②実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員
教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

②実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する
④③に準ずる者として免許管理者が定める者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

また、今後教員になる可能性が高い者として、

また、今後教員になる可能性が高い者として、

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する
指導等を行う者

指導等を行う者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑦教員採用内定者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

指導等を行う者

⑦教員採用内定者

指導等を行う者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する
④③に準ずる者として免許管理者が定める者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑦教員採用内定者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

⑦教員採用内定者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑦教員採用内定者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑦教員採用内定者

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑦教員採用内定者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

⑦教員採用内定者

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

また、今後教員になる可能性が高い者として、

また、今後教員になる可能性が高い者として、

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

⑦教員採用内定者

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑦教員採用内定者

また、今後教員になる可能性が高い者として、

⑦教員採用内定者

また、今後教員になる可能性が高い者として、

教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

士

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑦教員採用内定者
⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑦教員採用内定者
⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑨過去に教員として勤務した経験のある者

⑦教員採用内定者

⑩認定こど
⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑩認定こども園で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

認可保育所で勤務する保育士
⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

認可保育所で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

認可保育所で勤務する保育士

認可保育所で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

⑦教員採用内定者

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

認可保育所で勤務する保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

認可保育所で勤務する保育士

⑦教員採用内定者

「教員免許更新制の情報」 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm
「修了確認期限チェック」 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/003/index1.htm
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１．実施日及び開設講習一覧

[必修領域] 講習時間 ６時間

講習日 受講人数 主な受講対象者

8月5日（月） ①
14001
幼児教育の最新事情

80人 幼稚園・小学校教諭・養護教諭

8月5日（月） ②
14002
教育の最新事情

160人 中学校・高等学校教諭・養護教諭

講習時間 １講習で６時間

講習日 受講人数 主な受講対象者

7月26日（金） ③
14003
小学校との接続を見通した幼児期の身体と心の育ちと学び

35人 幼稚園・小学校教諭

7月27日（土） ④
14004
英語教育における4技能統合を目指したリーディング活動

40人
中・高等学校教諭（英語教科及び語学教育
に関心のある教諭）

8月3日（土） ⑤
14005
子どもの育ちの連続性と幼小接続

35人 幼稚園・小学校教諭

8月22日（木） ⑥
14006
こどもの道徳性を育む道徳教育とは――ソクラテスから「踊る大捜査線」まで――

50人 小学校・中学校教諭

8月23日（金） ⑦
14007
学校に求められる教育力と学校経営（家庭・地域との連携を基盤として）

50人 小・中・高等学校教諭の中級管理職者

8月23日（金） ⑧
14008
幼児期の道徳性の育成と幼小連携のあり方

40人 幼稚園・小学校教諭

[選択領域]

講習日 受講人数 主な受講対象者

⑨
14009
教育現場で活かすカウンセリング

50人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

⑩
14010
子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画工作科の時間をデザインす
る

30人 幼稚園・小学校教諭

⑪
14011
ストレスマネジメント教育の実践

40人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

⑫
14012
肢体不自由特別支援学校の教育課程と自立活動における個別の指導計画

40人 幼稚園・小学校・中学校教諭

⑬
14013
シルバーメタルワーク～「銀材を用いたジュエリーの制作」

20人
中・高等学校教諭（美術教諭及び工芸分野
を教材として使用する教諭）

⑭
14014
インクルーシブ教育の時代における特別な配慮が必要な子どもの理解と支援

50人 幼稚園・小学校教諭

⑮
14015
情報科学入門

30人
中・高等学校教諭（情報・技術・工業教科及
び情報教育に関心のある教諭）

⑯
14016
子どもの健康と生活習慣

30人 幼稚園・小学校教諭

⑰
14017
アニメーション・映像の世界

20人
小・中学校教諭（美術教諭及び映像を教材
として使用する教諭）

⑱
14018
子どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画工作科の時間をデザインす
る

30人 幼稚園・小学校教諭

⑲
14019
「18歳成人」を考える―消費者教育と主権者教育の観点から―

50人 中・高等学校教諭

⑳
14020
自分も相手も大事にする心理教育

25人 幼・小・中・高等学校教諭、養護教諭

㉑
14021
ものづくり教育と理科実験

40人
小・中・高等学校教諭（理科・工作・技術・工
業・ものづくりに関心のある教諭）

㉒
14022
JavaScriptを使ってウェブページ上で動くプログラムを作成しよう

40人
小・中・高等学校教諭(情報・商業・技術・工
業教科及び情報教育に関心のある教諭）

㉓
14023
保育と絵本 ～保育をひろげる、つなげる～

30人 幼稚園・小学校教諭

㉔
14024
はじめてのW ebデザイン

20人 小・中・高等学校教諭

㉕
14025
人間形成と教育

35人 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭

㉖
14026
図画工作によるワークショップの活用について

20人 幼稚園・小学校教諭

㉗
14027
幼稚園教育要領の改訂と新しい保育の方向性を学ぶ

30人 幼稚園・小学校教諭

㉘
14028
経済学を通して世界を見つめる

30人
小・中・高等学校教諭（社会系教科及び数
学科教育に関心のある教諭）

㉙
14029
相談援助の技法と実際

30人 幼稚園・小学校教諭

8月23日（金）

（注１）選択必修領域の④⑥⑦⑧、選択領域の⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳㉑㉔㉖㉘㉙は、2018年度に開設した講習と
同一内容です。2018年度に当該講習に合格された方は、2019年度に当該講習を受講・履修されても教員
免許状の更新に必要な選択必修領域（6時間）、選択領域（18時間）に加算されません。また、2017年度
以前に合格された方は、本学の教務部にお問い合わせください。

（注２）選択必修領域の③⑤⑧の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
（注３）選択領域の⑩⑭⑯⑱㉓㉖㉗㉙の受講対象者は、幼稚園・小学校教諭に限定しております。
（注４）詳細なシラバスは、Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システムにアクセスし、

M EN U（講習科目一覧）から検索の上、ご確認ください。

8月3日（土）

8月22日（木）

講習の名称

7月26日（金）

7月27日（土）

講習の名称

[選択必修領域]

講習の名称

講習時間 １講習で６時間

[必修領域] 講習時間　６時間
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

8⽉5⽇（⽉） ①
14001
幼児教育の最新事情

80⼈ 幼稚園・⼩学校教諭・養護教諭

8⽉5⽇（⽉） ②
14002
教育の最新事情

160⼈ 中学校・⾼等学校教諭・養護教諭

講習時間　１講習で６時間
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

7⽉26⽇（⾦） ③
14003
⼩学校との接続を⾒通した幼児期の⾝体と⼼の育ちと学び

35⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

7⽉27⽇（⼟） ④
14004
英語教育における4技能統合を⽬指したリーディング活動

40⼈ 中・⾼等学校教諭（英語教科及び語学教育に関⼼のある教諭）

8⽉3⽇（⼟） ⑤
14005
⼦どもの育ちの連続性と幼⼩接続

35⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

8⽉22⽇（⽊） ⑥
14006
こどもの道徳性を育む道徳教育とは――ソクラテスから「踊る⼤捜査線」まで――

50⼈ ⼩学校・中学校教諭

8⽉23⽇（⾦） ⑦
14007
学校に求められる教育⼒と学校経営（家庭・地域との連携を基盤として）

50⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭の中級管理職者

8⽉23⽇（⾦） ⑧
14008
幼児期の道徳性の育成と幼⼩連携のあり⽅

40⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

⑨
14009
教育現場で活かすカウンセリング

50⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

⑩
14010
⼦どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画⼯作科の時間をデザインする

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑪
14011
ストレスマネジメント教育の実践

40⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

⑫
14012
肢体不⾃由特別⽀援学校の教育課程と⾃⽴活動における個別の指導計画

40⼈ 幼稚園・⼩学校・中学校教諭

⑬
14013
シルバーメタルワーク〜「銀材を⽤いたジュエリーの制作」

20⼈ 中・⾼等学校教諭（美術教諭及び⼯芸分野を教材として使⽤する教諭）

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

⑭
14014
インクルーシブ教育の時代における特別な配慮が必要な⼦どもの理解と⽀援

50⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑮
14015
情報科学⼊⾨

30⼈ 中・⾼等学校教諭（情報・技術・⼯業教科及び情報教育に関⼼のある教諭）

⑯
14016
⼦どもの健康と⽣活習慣

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑰
14017
アニメーション・映像の世界

20⼈ ⼩・中学校教諭（美術教諭及び映像を教材として使⽤する教諭）

⑱
14018
⼦どもたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現する図画⼯作科の時間をデザインする

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

⑲
14019
「18歳成⼈」を考える―消費者教育と主権者教育の観点から―

50⼈ 中・⾼等学校教諭

⑳
14020
⾃分も相⼿も⼤事にする⼼理教育

25⼈ 幼・⼩・中・⾼等学校教諭、養護教諭

㉑
14021
ものづくり教育と理科実験

40⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭（理科・⼯作・技術・⼯業・ものづくりに関⼼のある教諭）

㉒
14022
JavaScriptを使ってウェブページ上で動くプログラムを作成しよう

40⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭(情報・商業・技術・⼯業教科及び情報教育に関⼼のある教諭）

[選択領域]
講習⽇ 受講⼈数 主な受講対象者

㉓
14023
保育と絵本 〜保育をひろげる、つなげる〜

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉔
14024
はじめてのWebデザイン

20⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭

㉕
14025
⼈間形成と教育

35⼈ 幼稚園・⼩学校・中学校・⾼等学校教諭

㉖
14026
図画⼯作によるワークショップの活⽤について

20⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉗
14027
幼稚園教育要領の改訂と新しい保育の⽅向性を学ぶ

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

㉘
14028
経済学を通して世界を⾒つめる

30⼈ ⼩・中・⾼等学校教諭（社会系教科及び数学科教育に関⼼のある教諭）

㉙
14029
相談援助の技法と実際

30⼈ 幼稚園・⼩学校教諭

（注１）選択必修領域の④⑥⑦⑧、選択領域の⑨⑩⑪⑬⑮⑰⑱⑳㉑㉔㉖㉘㉙は、2018年度に開設した講習と同⼀内容です。2018年度に当該講習に合格された⽅は、2019年度に当該講
習を受講・履修されても教員免許状の更新に必要な選択必修領域（6時間）、選択領域（18時間）に加算されません。 また、2017年度以前に合格された⽅は、本学の教務部にお問い合わせく
ださい。
（注２）選択必修領域の③⑤⑧の受講対象者は、幼稚園・⼩学校教諭に限定しております。
（注３）選択領域の⑩⑭⑯⑱㉓㉖㉗㉙の受講対象者は、幼稚園・⼩学校教諭に限定しております。

8⽉3⽇（⼟）

8⽉22⽇（⽊）

8⽉23⽇（⾦）

講習時間　１講習で６時間
講習の名称

講習時間　１講習で６時間
講習の名称

7⽉26⽇（⾦）

7⽉27⽇（⼟）

２０１９年度　九州産業⼤学教員免許状更新講習実施⽇及び開設講習⼀覧

講習の名称

講習の名称
講習時間　１講習で６時間

講習の名称
[選択必修領域]

①現職教員

②実習助手、寄宿舎指導員、学校栄養職員、養護職員

③教育長、指導主事、社会教育主事、その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する

　指導等を行う者

④③に準ずる者として免許管理者が定める者

⑤文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程の教員

⑥上記に掲げる者のほか、文部科学大臣が別に定める者

　また、今後教員になる可能性が高い者として、

⑦教員採用内定者

⑧教育委員会や学校法人などが作成した臨時任用（または非常勤）教員リストに登載されている者

⑨過去に教員として勤務した経験のある者
⑩認定こども園で勤務する保育士

⑪ 認可育所で勤務する保育士

⑫幼稚園を設置する者が設置する認可外保育施設で勤務している保育士

※教員免許状更新講習の修了・免許状の更新を行わずに修了確認期限・有効期間の満了の日を迎えた方も、教員免許状

更新講習を受講することができます。

教員免許状更新講習受講期間 生年月日
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③確実に確認できるメールアドレスを設定してください。（大学から受講者への連絡は、原則として記載されているメ

ールアドレスに送信されます。）	

④Yahoo メールご利用の場合は、通知メールが迷惑メールフォルダに自動的に振りわけられる可能性がありますので、

迷惑メールフォルダの確認もお願いします。	

⑤携帯電話のE-MAILアドレスを登録されている場合は、パソコンからのメールを受け付けない設定になっている可能

性がありますので、ドメイン指定の解除をお願いします。	

※詳しくは、「Kuas System	2019	福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」の「受講者登録マニュアル」に記載

しています。

（２）受講の予約【第１次申込】	

【第１次申込】は、受講する教員免許状更新講習を選び、「Kuas System	2019	福岡グループ教員免許状更新講習管理

システム」から、インターネットで予約を行います。なお、選択必修領域の講習は、６時間分（６時間講習×１つ）ま

で、選択領域の講習は、１８時間分（６時間講習×３つ）まで申込が可能です。それ以上お申し込みいただいても受講

をお断りしますのでご了承ください。	

（予約は、先着順に受け付けます。）	

（３）事前アンケートへの回答・「受講申込書」等の印刷	

①予約した講習ごとに事前アンケートに回答し、「受講申込書」を印刷します。	

「受講申込書」は事前アンケートに回答しなければ、印刷できません。	

※受講申込書が印刷できない場合は、ツールバーまたは情報バー（メッセージ：ポップアップはブロックされました。・・・・）

からポップアップブロックを解除（許可）してください。

②印刷した「受講申込書」及び「受講票」に必要事項を記入し、証明用顔写真（申込み前３か月以内に撮影した縦4.0cm

×横3.0cm、上半身、正面向き無帽のもの、背景なし：スナップ写真不可）を貼付します。	

（４）受講料の支払・受講申込書の郵送【第２次申込】	

①受付締切後（6月下旬）にご登録の住所に圧着ハガキ形式の「払込依頼書」が送付されます。	

　コンビニエンスストアで「払込依頼書」にて受講料を支払い、店舗印付「払込金受領証」を受け取ってください。 
　支払の際は 281円の手数料が必要となります。支払期限を過ぎますと、払込ができなくなりますのでご注意ください。	
②「受講申込書」に店舗印付「払込金受領証」のコピー(原本でも可)を貼付のうえ、下記住所に送付してください。	

（５）申込の完了（受講申込書受領の確認）	

【第２次申込】が完了した申込者には、登録されたメールアドレスにメールでお知らせします。	

また、「Kuas System	2019	福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」でも確認できます。

４．受講料 

（１）受講料	

教員免許状更新講習の受講料は、1時間あたり1,000円となります。	

必修講習（6時間）：6,000円	、選択必修講習（6時間）：6,000円	、選択講習（6時間）：6,000円	

（２）講習キャンセルに伴う受講料の返還等	

受講料納入後、次の①②の事由等により受講できなくなった場合は、受講者からの請求に基づき、受講料(納

入された額、振込手数料を除く。以下同じ。）の全額または一部を受講者の口座へ銀行振込により返還しま

す。③の事由により受講しない場合は、受講料は返還しません。	

受講申込書提出締切日：2019年７月16日（火）	 【必着】	

受講申込書送付先：〒813-8503	 福岡県福岡市東区松香台２－３－１	

九州産業大学教務部	 教員免許状更新講習担当	

※封書に朱書きで「受講申込書在中」とご記入ください。

第１次申込期間：2019年5月16日（木）21:00 ～	 6月16日（日）23:59
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事由等 受講料の返還額

①

a)台風等の自然現象、担当講師の急病、受講申込完了者が１０人以下、その他の大学

の事情等により教員免許状更新講習が開催されなかった場合

①全額返還

受講料の全額

b)公共交通機関の不通や運行の乱れにより受講できなかった場合（講習当日の受講

開始1時間後までに連絡があった場合）

②

a)勤務校の業務、葬儀（二親等以内）、病気などにより教員免許状更新講習が受講で

きないと事前に連絡があった場合

②一部返還

受講料から、銀行振込料・事

務手数料として 1,000 円を

差し引いた額

b)講習日の急病（受講者本人の子どもを含む）等により、受講できない場合（講習当

日の受講開始前までに事前に連絡があった場合）

③
・その他（無断欠席、受講開始後の早退及び欠席等を含む）の事由により受講しない

場合

③返還しない

(注）【第２次申込】を完了した講習については必ず受講してください。

キャンセルには、本学所定の様式にキャンセル事由、キャンセル事由に伴う関連書類、預金口座、捺印、

勤務校の業務の場合は証明印（職印）が必要です。

５．受講に関する注意事項

（１）講習当日は、講習開始15分前までに受付を済ませてください。

（２）講習開始時刻に遅れた場合は、各講習とも講習開始後30分以内に限り、受講を認めます。

（３）講習当日に持参するもの

持参物 概 要

① 受講票

・「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」から様式を出力（印刷）し、

必要事項を記入の上、顔写真を貼付してください。

・講習当日、本人確認のために必要となりますので、必ずお持ちください。

・「受講票」は、１枚作成して頂くと、同年度中は、教員免許状更新講習システム参加大学において、

共通してご使用いただけます。受講する講習ごとに作成する必要はありません。

② 筆記用具 ・鉛筆・シャープペンシル・ボールペン・消しゴム等を持参してください。

③ 時 計
・履修認定試験時に携帯電話を時計の代わりとして使用することはできません。

（講習の受講時及び履修認定試験の受験時は、必ず携帯電話の電源を切ってください。）

④ 昼 食
・各自でご準備いただきますようお願いいたします。

・学内の学食もご利用いただけます。

⑤ その他
・講習によっては別途持参していただくものがあります。詳細は「Kuas System 2019 福岡グループ

教員免許状更新講習管理システム」に掲載している各講習の「シラバス」でご確認ください。

（４）講習の進行

開始時刻・終了時刻等は講習によって異なりますので、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理シ

ステム」に掲載している各講習の「教員免許状更新講習のシラバス」のタイムスケジュール欄をご覧ください。

６．講習の開講・不開講について

（１）教員免許状更新講習の開講・不開講基準

受講申込完了者が１１人以上の教員免許状更新講習は、原則として開講します。不開講の場合のみ【第２次申込】が完

了した受講者に、不開講決定の旨を電子メールにて連絡します。

次の場合は、教員免許状更新講習を開講しないことや、開講日、会場等を変更することがあります。

① 教員免許状更新講習の受講申込完了者が、１０人以下の場合

②台風等の自然現象、公共交通機関の異常運行、担当講師の急病、その他教員免許状更新講習を開講できない、または

開講することが適切でないと九州産業大学が判断した場合

（２）不開講の決定時期、周知方法等

教員免許状更新講習を開講しない場合は、その時点で「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理シス

テム」でお知らせします。また、【第１次申込】で登録したメールアドレスへの連絡も行う予定ですが、念のため「Kuas
System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」に、こまめにアクセスし、確認してください。

①受講申込完了者が１０人以下のため、開講しないと九州産業大学が判断した場合

決定時期：募集締切日～1週間以内

(注）「KuasSystem2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」から、申込状況を随時、確認することがで

きます。
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氏名は、ＪＩＳコード第1・第2水準の字（外字以外）の範囲で入力してください。

③確実に確認できるメールアドレスを設定してください。（大学から受講者への連絡は、原則として記載されているメ

ールアドレスに送信されます。）

④Yahoo メールご利用の場合は、通知メールが迷惑メールフォルダに自動的に振りわけられる可能性がありますので、

迷惑メールフォルダの確認もお願いします。

⑤携帯電話のE-MAILアドレスを登録されている場合は、パソコンからのメールを受け付けない設定になっている可能

性がありますので、ドメイン指定の解除をお願いします。

※詳しくは、「KuasSystem 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」の「受講者登録マニュアル」に記載

しています。

（２）受講の予約【第１次申込】

【第１次申込】は、受講する教員免許状更新講習を選び、「KuasSystem 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理

システム」から、インターネットで予約を行います。なお、選択必修領域の講習は、６時間分（６時間講習×１つ）ま

で、選択領域の講習は、１８時間分（６時間講習×３つ）まで申込が可能です。それ以上お申し込みいただいても受講

をお断りしますのでご了承ください。

（予約は、先着順に受け付けます。）

（３）事前アンケートへの回答・「受講申込書」等の印刷

①予約した講習ごとに事前アンケートに回答し、「受講申込書」を印刷します。

「受講申込書」は事前アンケートに回答しなければ、印刷できません。

※受講申込書が印刷できない場合は、ツールバーまたは情報バー（メッセージ：ポップアップはブロックされました。・・・・）

からポップアップブロックを解除（許可）してください。

②印刷した「受講申込書」及び「受講票」に必要事項を記入し、証明用顔写真（申込み前３か月以内に撮影した縦4.0cm

×横3.0cm、上半身、正面向き無帽のもの、背景なし：スナップ写真不可）を貼付します。

③「受講申込書」は、所属学校長等の証明印（職印）の押印が必要です。

（４）受講料の支払・受講申込書の郵送【第２次申込】

①受付締切後（6月下旬）にご登録の住所に圧着ハガキ形式の「払込依頼書」が送付されます。

コンビニエンスストアで「払込依頼書」にて受講料を支払い、店舗印付「払込金受領証」を受け取ってください。支

払の際は 281 円の手数料が必要となります。支払期限を過ぎますと、払込ができなくなりますのでご注意ください。

②「受講申込書」に店舗印付「払込金受領証」のコピー(原本でも可)を貼付のうえ、下記住所に送付してください。

（５）申込の完了（受講申込書受領の確認）

【第２次申込】が完了した申込者には、登録されたメールアドレスにメールでお知らせします。

また、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」でも確認できます。

４．受講料

（１）受講料

教員免許状更新講習の受講料は、1時間あたり1,000円となります。

必修講習（6時間）：6,000円 、選択必修講習（6時間）：6,000円 、選択講習（6時間）：6,000円

（２）講習キャンセルに伴う受講料の返還等

受講料納入後、次の①②の事由等により受講できなくなった場合は、受講者からの請求に基づき、受講料(納入された額、

振込手数料を除く。以下同じ。）の全額または一部を受講者の口座へ銀行振込により返還します。③の事由により受講しな

い場合は、受講料は返還しません。

受講申込書提出締切日：2019年７月16日（火） 【必着】

受講申込書送付先：〒813-8503 福岡県福岡市東区松香台２－３－１

九州産業大学教務部 教員免許状更新講習担当

※封書に朱書きで「受講申込書在中」とご記入ください。

第１次申込期間：2019年５月16日（木）２１：００ ～ ６月16日（日）２３：５９

事由等	 受講料の返還額	

①	

a)台風等の自然現象、担当講師の急病、受講申込完了者が１０人以下、その他の大学

の事情等により教員免許状更新講習が開催されなかった場合	

①全額返還	

受講料の全額	

b)公共交通機関の不通や運行の乱れにより受講できなかった場合（講習当日の受講

開始1時間後までに連絡があった場合）	

②	

a)勤務校の業務、葬儀（二親等以内）、病気などにより教員免許状更新講習が受講で

きないと事前に連絡があった場合	

②一部返還	

受講料から、銀行振込料・事

務手数料として 1,000 円を

差し引いた額	

b)講習日の急病（受講者本人の子どもを含む）等により、受講できない場合（講習当

日の受講開始前までに事前に連絡があった場合）	

③	
・その他（無断欠席、受講開始後の早退及び欠席等を含む）の事由により受講しない

場合	

③返還しない	

	(注）【第２次申込】を完了した講習については必ず受講してください。	

キャンセルには、本学所定の様式にキャンセル事由、キャンセル事由に伴う関連書類、預金口座、捺印、	

勤務校の業務の場合は証明印（職印）が必要です。	

５．講習の開講・不開講について 

（２）不開講の決定時期、周知方法等 

教員免許状更新講習を開講しない場合は、その時点で「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理シス

テム」でお知らせします。また、【第１次申込】で登録したメールアドレスへの連絡も行う予定ですが、念のため「Kuas 
System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」に、こまめにアクセスし、確認してください。 
①受講申込完了者が１０人以下のため、開講しないと九州産業大学が判断した場合 

決定時期：募集締切日～1週間以内 

(注）「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」から、申込状況を随時、確認することがで

きます。 
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４．受講に関する注意事項 

（１）講習当日は、講習開始15分前までに受付を済ませてください。 

（２）講習開始時刻に遅れた場合は、各講習とも講習開始後30分以内に限り、受講を認めます。 

（３）講習当日に持参するもの 

持参物 概 要 

・「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」から様式を出力（印刷）し、

必要事項を記入の上、顔写真を貼付してください。 

① 受講票

共通してご使用いただけます。受講する講習ごとに作成する必要はありません。 

② 筆記用具 

③ 時　 計
（講習の受講時及び履修認定試験の受験時は、必ず携帯電話の電源を切ってください。）

④ 昼　 食

⑤ その他

（４）講習の進行 

開始時刻・終了時刻等は講習によって異なりますので、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理シ

ステム」に掲載している各講習の「教員免許状更新講習のシラバス」のタイムスケジュール欄をご覧ください。 

・講習当日、本人確認のために必要となりますので、必ずお持ちください。

・「受講票」は、１枚作成して頂くと、同年度中は、教員免許状更新講習システム参加大学において、

・鉛筆・シャープペンシル・ボールペン・消しゴム等を持参してください。

・履修認定試験時に携帯電話を時計の代わりとして使用することはできません。
基本的には教室内に時計は設置しておりません。

・各自でご準備いただきますようお願いいたします。

・学内の学食もご利用いただけます。

・講習によっては別途持参していただくものがあります。詳細は「Kuas System 2019 福岡グループ

教員免許状更新講習管理システム」に掲載している各講習の「シラバス」でご確認ください。

（１）教員免許状更新講習の開講・不開講基準 

受講申込完了者が１１人以上の教員免許状更新講習は、原則として開講します。不開講の場合のみ【第２次申込】が

完了した受講者に、不開講決定の旨を電子メールにて連絡します。 

次の場合は、教員免許状更新講習を開講しないことや、開講日、会場等を変更することがあります。 

① 教員免許状更新講習の受講申込完了者が、１０人以下の場合

②台風等の自然現象、公共交通機関の異常運行、担当講師の急病、その他教員免許状更新講習を開講できない、または

開講することが適切でないと九州産業大学が判断した場合
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②台風等の自然現象、公共交通機関の異常運行、担当講師の急病その他教員免許状更新講習を開講できない、または　
　開講することが適切でないと九州産業大学が判断した場合	
　決定時期：九州産業大学が判断した時点	

※周知方法：「Kuas System 2019	 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」の登録メールアドレスへの送信

(注）①自然現象や公共交通機関の異常運行等により不開講の可能性が考えられるときは、こまめに九州産業大学の

ホームページ等を確認してください。	

②前記（２）②により不開講となった場合は、メールでの送信や会場での周知が出来ない場合も想定されます。
このような場合は、電話（092-673-5595）へお問い合わせください。なお、講習会場に到着し、かつ、電話が

通じない場合は、教員免許状更新講習開始予定時刻の1時間後に解散してください。

（３）不開講の場合の対応	

　教員免許状更新講習が不開講となった場合、受講申込完了者は、不開講決定後、速やかに次のいずれかにより

対応してください。	

①2019年度中に開設する別の教員免許状更新講習を受講する。

②不開講となった教員免許状更新講習が別の日程で再度開設される場合、その教員免許状更新講習を受講する。 

③2019年度中に開設する教員免許状更新講習を受講しない場合は、納入済みの受講料返還手続きをしてください。

(受講料の全額を返還します）	

６．受講者による事後評価アンケート 

　教育職員免許法等に定める教員免許状更新講習では、講習終了後に、講習の運営状況、効果等について事後評価を

行うことが求められています。受講終了後１週間以内に、「Kuas System 2019	福岡グループ教員免許状更新講習管理

システム」にて受講した講習の事後評価アンケートを必ず行ってください。事後評価アンケートを行っていない受講

者は、「修了（履修）証明書」が発行されません。なお、事後評価の結果は後日、文部科学省から公表されます。	

７．修了（履修）認定 

（１）履修認定試験の実施	

①教員免許状更新講習の履修認定をするため、全ての講習で試験を実施します。	
②試験時間は講習により異なりますが、30～60分程度です。

③試験は、筆記・実技・作品等で実施します。実施方法は各講習により異なりますので「Kuas System 2019
福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」に掲載している各講習の「教員免許状更新講習のシラバス」を

　ご覧ください。

（２）受験資格	

教員免許状更新講習を30分以上受講しなかった者は、履修認定試験を受験することができません。	

（３）修了（履修）認定の評価基準	

  修了（履修）認定の評価基準は、履修認定試験の点数が６割以上（100点満点の場合は60点以上）とします。	

①欠席及び30分以上の遅刻・途中退席は、講習を放棄したものとみなし、成績評価を行いません。

②成績評価は、合格・不合格で行います。

③修了（履修）認定は、九州産業大学が行う筆記試験または実技考査等による成績評価で合格点に達した者に対して

行います。不合格者は不認定となります。各講習とも講習時間が充足していない場合は認定の対象となりません。

④修了（履修）認定は、受講者には認定・不認定のみ明示します。

（４）修了（履修）認定の結果	

修了（履修）認定の結果は、講習終了約１ヵ月後までに「Kuas System 2019	福岡グループ教員免許状更新講習管理

システム」に掲載しますので、必ずご確認ください。	

なお、修了（履修）認定の結果に対して疑義がある場合は、講習終了３ヵ月後までに九州産業大学教務部教員免許状

更新講習担当へご連絡ください。	

（５）修了（履修）証明書の送付	

修了（履修）を認定した受講者には、「修了（履修）証明書」を【第１次申込】で登録した住所に９月末までに

送付します。「修了(履修)証明書」は、教員免許状更新申請の際に必要となりますので大切に保管してください。 
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９．受講上特別な措置を必要とする方の受講について

身体に障害を有する等により、受講上特別な措置を希望する方は、受講申込前に個別にご相談ください。

本学では、身体に障害を有する方にもご利用いただくために、キャンパス内の施設・設備の改善に努めておりますが、障害の

状況により対応できないことがあります。お申込の前に、必ず本学まで電話にてお問い合わせください。

なお本学では、次の事項については対応できませんので、あらかじめご了解ください。

①講座受講の際、また修了認定試験の参加時におけるノートテイク・手話通訳、移動補助者等の確保

②テキスト等、配付教材の点字化、拡大化、録音教材化、データ等への加工

③修了認定試験時間の延長

④点字化、拡大化、録音教材化等に加工したレポート、試験の答案用紙の提出

10．個人情報の取り扱いについて

本学では、個人情報の保護の重要性を認識し、個人情報の流出や不正使用を防ぎ適切に利用していくために、「九州産業大学

個人情報保護方針（プライバシー・ポリシー）」に基づき、適正な利用、管理、保護に努めてまいります。ご提出いただいた個

人情報は、教育免許状更新講習に関連する業務に使用します。取得した個人情報の主な利用目的は次のとおりです。

【主な利用目的】

○ 受講受付業務及び郵送、宅配物の授受に関すること。

○ 講座受講の指導・支援及び履修証明書等の発行に関すること。

○ 受講費出納他、財務関係手続きに関すること。

○ 個人を特定しない統計処理に関すること。

○ 本学が実施するアンケート等の調査・研究に関すること。

○ 上記に付帯する関連業務に関すること。

以上の利用目的に関する業務の必要上、データ処理業務や教材の送付業務等を外部機関に委託する場合があります。また講習

の様子を、写真やビデオ撮影することがあります。撮影の目的は、記録や講座計画の作成、広報物への掲載等です。

個人情報の利用や提供は、利用目的の範囲内で行います。本人の同意なしに第三者へ提供することはありません。但し、個人

情報保護法第２３条における第三者提供の制限の例外規定にあたる場合は、本人の同意なく個人情報を当該第三者へ提供するこ

とがあります。あらかじめご了承ください。

11．その他

（１）傷害保険について

教員免許状更新講習の主催者として、教員免許状更新講習のための保険には加入しませんので、

傷害保険等の加入は、受講者各人の判断により対応願います。

（２）問い合わせ窓口について

九州産業大学 教務部 教員免許状更新講習担当

受付時間：月～金曜日 9：00～16：30（昼休み11：20～12：20を除く）

※ただし、2019年8月6日（火）～19日（月）の間は、夏期休暇期間のため事務取り扱い

（電話及び窓口対応）ができませんので、ご了承ください。

〒813-8503 福岡市東区松香台2-3-1

TEL：092-673-5595 FAX：092-673-5959

E-mail：ksumenkyo@ml.kyusan-u.ac.jp
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②台風等の自然現象、公共交通機関の異常運行、担当講師の急病その他教員免許状更新講習を開講できない、または開

講することが適切でないと九州産業大学が判断した場合

決定時期：九州産業大学が判断した時点

※周知方法：「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」の登録メールアドレスへの送信

(注）① 自然現象や公共交通機関の異常運行等により不開講の可能性が考えられるときは、こまめに九州産業大学のホ

ームページ等を確認してください。

② 前記（２）②により不開講となった場合は、メールでの送信や会場での周知が出来ない場合も想定されます。

このような場合は、電話（092-673-5595）へお問い合わせください。なお、講習会場に到着し、かつ、電話が

通じない場合は、教員免許状更新講習開始予定時刻の1時間後に解散してください。

（３）不開講の場合の対応

教員免許状更新講習が不開講となった場合、受講申込完了者は、不開講決定後、速やかに次のいずれかにより対応して

ください。

① 2019年度中に開設する別の教員免許状更新講習を受講する。

②不開講となった教員免許状更新講習が別の日程で再度開設される場合、その教員免許状更新講習を受講する。

③2019 年度中に開設する教員免許状更新講習を受講しない場合は、納入済みの受講料返還手続きをしてください。(受

講料の全額を返還します）

７．受講者による事後評価アンケート

教育職員免許法等に定める教員免許状更新講習では、講習終了後に、講習の運営状況、効果等について事後評価を行うことが

求められています。受講終了後１週間以内に、「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理システム」にて受講

した講習の事後評価アンケートを必ず行ってください。事後評価アンケートを行っていない受講者は、「修了（履修）証明書」

が発行されません。なお、事後評価の結果は後日、文部科学省から公表されます。

８．修了（履修）認定

（１）履修認定試験の実施

①教員免許状更新講習の履修認定をするため、全ての講習で試験を実施します。

② 試験時間は講習により異なりますが、30～60分程度です。

③ 試験は、筆記・実技・作品等で実施します。実施方法は各講習により異なりますので「Kuas System 20019 福岡

グループ教員免許状更新講習管理システム」に掲載している各講習の「教員免許状更新講習のシラバス」をご覧く

ださい。

（２）受験資格

教員免許状更新講習を30分以上受講しなかった者は、履修認定試験を受験することができません。

（３）修了（履修）認定の評価基準

修了（履修）認定の評価基準は、履修認定試験の点数が６割以上（100点満点の場合は60点以上）とします。

① 欠席及び30分以上の遅刻・途中退席は、講習を放棄したものとみなし、成績評価を行いません。

② 成績評価は、合格・不合格で行います。

③修了（履修）認定は、九州産業大学が行う筆記試験または実技考査等による成績評価で合格点に達した者に対して行

います。不合格者は不認定となります。各講習とも講習時間が充足していない場合は認定の対象となりません。

④修了（履修）認定は、受講者には認定・不認定のみ明示します。

（４）修了（履修）認定の結果

修了（履修）認定の結果は、講習終了約１ヵ月後までに「Kuas System 2019 福岡グループ教員免許状更新講習管理

システム」に掲載しますので、必ずご確認ください。

なお、修了（履修）認定の結果に対して疑義がある場合は、講習終了３ヵ月後までに九州産業大学教務部教員免許状

更新講習担当へご連絡ください。

（５）修了（履修）証明書の送付

修了（履修）を認定した受講者には、「修了（履修）証明書」を【第１次申込】で登録した住所に９月末までに送付し

ます。

「修了(履修)証明書」は、教員免許状更新申請の際に必要となりますので大切に保管してください。
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８．受講上特別な措置を必要とする方の受講について 

身体に障害を有する等により、受講上特別な措置を希望する方は、受講申込前に個別にご相談ください。	

本学では、身体に障害を有する方にもご利用いただくために、キャンパス内の施設・設備の改善に努めておりますが、

障害の状況により対応できないことがあります。お申込の前に、必ず本学まで電話にてお問い合わせください。	

なお本学では、次の事項については対応できませんので、あらかじめご了解ください。	

①講座受講の際、また修了認定試験の参加時におけるノートテイク・手話通訳、移動補助者等の確保	

②テキスト等、配付教材の点字化、拡大化、録音教材化、データ等への加工	

③修了認定試験時間の延長	

④点字化、拡大化、録音教材化等に加工したレポート、試験の答案用紙の提出	

９．個人情報の取り扱いについて 

本学では、個人情報の保護の重要性を認識し、個人情報の流出や不正使用を防ぎ適切に利用していくために、「九州産業大学

個人情報保護方針（プライバシー・ポリシー）」に基づき、適正な利用、管理、保護に努めてまいります。ご提出いただいた個

人情報は、教育免許状更新講習に関連する業務に使用します。取得した個人情報の主な利用目的は次のとおりです。	

【主な利用目的】	

○ 受講受付業務及び郵送、宅配物の授受に関すること。

○ 講座受講の指導・支援及び履修証明書等の発行に関すること。

○ 受講費出納他、財務関係手続きに関すること。

○ 個人を特定しない統計処理に関すること。

○ 本学が実施するアンケート等の調査・研究に関すること。

○ 上記に付帯する関連業務に関すること。

以上の利用目的に関する業務の必要上、データ処理業務や教材の送付業務等を外部機関に委託する場合があります。また

講習の様子を、写真やビデオ撮影することがあります。撮影の目的は、記録や講座計画の作成、広報物への掲載等です。	

個人情報の利用や提供は、利用目的の範囲内で行います。本人の同意なしに第三者へ提供することはありません。但し、

個人情報保護法第23条における第三者提供の制限の例外規定にあたる場合は、本人の同意なく個人情報を当該第三者へ提供

することがあります。あらかじめご了承ください。	

10．その他 

（１）傷害保険について	

　教員免許状更新講習の主催者として、教員免許状更新講習のための保険には加入しませんので、	傷害保険等の加入は、

受講者各人の判断により対応願います。	

（２）問い合わせ窓口について	

九州産業大学	 教務部	 教員免許状更新講習担当	

受付時間：月～金曜日	 9：00～16：30（昼休み11：20～12：20を除く）	

※ただし、2019年8月6日（火）～19日（月）の間は、夏期休暇期間のため事務取り扱い（電話及び窓口対応）が

できませんので、ご了承ください。

〒813-8503 福岡市東区松香台2-3-1 
TEL：092-673-5595  FAX：092-673-5959
E-mail:ksumenkyo@ml.kyusan-u.ac.jp
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